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販売名
剤形
識別コード

外 形
性 状

表 裏 側 面

ノイキノン
錠５�

素錠
黄色～橙黄色

EISAI
N�００５

直径（�）・質量（�）・厚さ（�）
５.１ ５０ ２.５

ノイキノン
錠１０�

素錠
黄色～橙黄色

EISAI
N�０１０

直径（�）・質量（�）・厚さ（�）
６.１ １００ ３.４

ノイキノン
糖衣錠１０�

糖衣錠
橙色

�２２４ 直径（�）・質量（�）・厚さ（�）
７.５ １７０ ４.２

ノイキノン
カプセル
５�

硬カプセル
カプセル
上半分：橙色
下半分：微褐色
内容物：黄色N�０５� 全長（�）・質量（�）・号数

１４.３ １７０ ４号

ノイキノン
顆粒１％

顆粒剤
黄色～橙黄色
わずかに甘味
あり

【組成・性状】
１．組成
錠 ５�：１錠中にユビデカレノン５�を含有する黄

色～橙黄色の素錠である。
添加物としてカルナウバロウ、カルメロー
スカルシウム、含水二酸化ケイ素、結晶セ
ルロース、ステアリン酸、トウモロコシデ
ンプン、乳糖水和物、ヒドロキシプロピル
セルロースを含有する。

錠 １０�：１錠中にユビデカレノン１０�を含有する黄
色～橙黄色の素錠である。
添加物としてカルナウバロウ、カルメロー
スカルシウム、含水二酸化ケイ素、結晶セ
ルロース、ステアリン酸、トウモロコシデ
ンプン、乳糖水和物、ヒドロキシプロピル
セルロースを含有する。

糖衣錠１０�：１錠中にユビデカレノン１０�を含有する橙
色の糖衣錠である。
添加物として黄色５号、カルナウバロウ、
含水二酸化ケイ素、結晶セルロース、酸化
チタン、ステアリン酸、ステアリン酸カル
シウム、精製白糖、タルク、沈降炭酸カル
シウム、トウモロコシデンプン、乳糖水和
物、白色セラック、ヒドロキシプロピルセ
ルロース、プルラン、ポビドン、マクロゴ
ール６０００を含有する。

カプセル５�：１カプセル中にユビデカレノン５�を含有
する橙色と微褐色の硬カプセル剤である。
添加物として黄色５号、結晶セルロース、
ゼラチン、トウモロコシデンプン、ヒドロ
キシプロピルセルロース、ラウリル硫酸ナ
トリウムを含有する。

顆 粒 １ ％：１g中にユビデカレノン１０�を含有する黄
色～橙黄色の顆粒剤である。
添加物として乳糖水和物、ヒドロキシプロ
ピルセルロース、D‐マンニトールを含有す
る。

２．製剤の性状

【効能・効果】
基礎治療施行中の軽度及び中等度のうっ血性心不全症状

【用法・用量】
ユビデカレノンとして通常成人は１回１０�を１日３回
食後に経口投与する。
錠 ５�：通常成人、１回２錠を１日３回食後に経口

投与する。
錠 １０�：通常成人、１回１錠を１日３回食後に経口

投与する。
糖衣錠１０�：通常成人、１回１錠を１日３回食後に経口

投与する。
カプセル５�：通常成人、１回２カプセルを１日３回食後

に経口投与する。
顆 粒 １ ％：通常成人、１回１�を１日３回食後に経口

投与する。

〔貯 法〕 室温保存（ユビデカレノンの融点（約４８℃）以上にな
ると、まだら変色を起こすことがある。）（「取扱い上
の注意」の項参照）

〔使用期限〕 外箱又はラベルに表示の使用期限内に使用すること。

日本標準商品分類番号

８７２１１９

錠５� 錠１０� 糖衣錠１０�
承認番号 １５２００AMZ００８８００００ １５１００AMZ００３７１０００ １５４００AMZ０１４３４０００

薬価収載 １９７８年４月 １９７８年４月 １９８１年９月

販売開始 １９７８年４月 １９７８年４月 １９８１年９月

再評価結果 １９８８年１月

カプセル５� 顆粒１％

承認番号 ２１８００AMX１０３０６０００２１８００AMX１０４２２０００

薬価収載 ２００６年６月 ２００６年１２月

販売開始 １９７４年４月 １９７６年１０月

再評価結果 １９８８年１月

＊＊２０１１年１２月改訂（第１２版）
＊２０１１年２月改訂

代謝性強心剤

〈ユビデカレノン製剤〉

（裏面につづく）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０



０.１～５％未満

消化器 胃部不快感、食欲減退、吐気、下痢

過敏症注） 発疹

注）このような症状があらわれた場合には、投与を
中止するなど適切な処置を行うこと。

10

時　　間�

0.7

0.9

0.5

0.3

0.1

86 482442
0

（μg/mL）�

血�

漿�

中�

濃�

度�

ユビデカレノン100mg注）単回経口投与時の血漿中外因性CoO10濃度�

ノイキノン糖衣錠10mg�
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ノイキノン糖衣錠１０�・錠１０�の薬物動態パラメータ

tmax
（hr）

Cmax
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AUC
（�・hr／mL）

t�
（hr）

ノイキノン糖衣錠１０� ６ ０.５１ １０.５ ２５.０

ノイキノン錠１０� ６ ０.５２ ９.５ １９.２

ユビデカレノン100mg注）単回経口投与時の血漿中外因性CoO10濃度�
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ノイキノンカプセル5mg
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ノイキノンカプセル５�・顆粒１％の薬物動態パラメータ

tmax
（hr）

Cmax
（�／mL）

AUC
（�・hr／mL）

t�
（hr）

ノイキノンカプセル５� ６ ０.５５ １１.７ ３２.２

ノイキノン顆粒１％ ６ ０.７０ １２.１ ２０.７

【使用上の注意】
１．副 作 用
総症例数５,３５０例中、７８例（１.４６％）の副作用が報告
されている。（副作用発現頻度調査終了時）

２．適用上の注意
薬剤交付時（錠、糖衣錠、カプセル）
PTP 包装の薬剤は PTP シートから取り出して服用す
るよう指導すること。（PTP シートの誤飲により、硬
い鋭角部が食道粘膜に刺入し、更には穿孔をおこし
て縦隔洞炎等の重篤な合併症を併発することが報告
されている）

【薬物動態】
１．ノイキノン錠１０�、糖衣錠１０�の血中濃度
健康成人男子を対象に、クロスオーバー法により錠１０�
あるいは糖衣錠１０�をそれぞれ１０錠（ユビデカレノンと
して１００�注））単回経口投与した際の、血漿中濃度の推移
を比較検討した。両製剤共に投与後６時間で最高血漿中
濃度（外因性CoQ１０として約０.５�／mL）に達し、以後緩
やかに低下して、剤形間に統計学的有意差は認められな
かった。

注）１００�単回経口投与は承認外用量である。

２．ノイキノンカプセル５�、顆粒１％の血中濃度
健康成人男子を対象に、クロスオーバー法によりカプセ
ルあるいは顆粒をそれぞれユビデカレノンとして１００�注）

単回経口投与した際の、血漿中濃度の推移を比較検討し
た。両製剤共に投与後６時間で最高血漿中濃度（外因性
CoQ１０として０.５５～０.７�／mL）に達し、以後緩やかに低下
した。血漿中濃度はカプセルの方が低い傾向にあったが、
剤形間に統計学的な有意差は認められなかった。

注）１００�単回投与は承認外用量である。

【臨床成績】
臨床効果
虚血性心疾患、高血圧症やリウマチ性心疾患等に基づくうっ
血性心不全の自他覚症状（浮腫、肺うっ血、肝腫脹や狭心
症状等）に対して、二重盲検試験及び一般臨床試験におい
て本剤の有用性が認められている。 （����）

【薬効薬理】
１．虚血心筋での酸素利用効率の改善
モルモットの心室乳頭筋を用いた研究で、低酸素灌流条
件で低下した心筋収縮力はユビデカレノンの添加で改善
した。 （�）

２．心筋でのATP産生の賦活
家兎を用いた研究で、ユビデカレノンを腹腔内に前投与
した心筋では心筋を虚血・再灌流した際に見られるATP
産生速度の低下が抑制され、虚血・再灌流による心筋細
胞障害が軽度に保たれた。 （�	）

３．低下した心機能の改善
心筋症モデル動物を用いた研究で、心筋障害期から心肥
大期までユビデカレノンを経口投与した動物では、心筋
の収縮性ならびに拡張性の低下は薬物非投薬群、ジゴキ
シン投与群に比べ軽度であった。（心筋症ハムスター）（
）
また、心筋梗塞モデルを用いた研究では、心筋梗塞発生
後のユビデカレノンを投与し心機能の低下が軽度に抑制
された。心筋梗塞後の生命予後に対してはユビデカレノ
ン投与では薬物非投与群に比べ長期生存率が良好に保た
れた。（ラット心筋梗塞モデル） （��）

４．抗アルドステロン作用
ラットを用いた研究で、ユビデカレノンはアルドステロ
ンの分泌を抑制すると同時にアルドステロンによるNa＋

貯留に対し拮抗的に働き、Na＋利尿は促進するが、K＋排
泄に対しては影響を与えなかった。 （
）
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【有効成分に関する理化学的知見】
一 般 名：ユビデカレノン（Ubidecarenone）
化 学 名：（２E ,６E ,１０E ,１４E ,１８E ,２２E ,２６E ,３０E ,３４E ,３８

E）‐２‐（３,７,１１,１５,１９,２３,２７,３１,３５,３９‐Deca-
methyltetraconta‐２,６,１０,１４,１８,２２,２６,３０,３４,３８‐
decaen‐１‐yl）‐５, ６‐dimethoxy‐３‐methyl‐１, ４‐ben-
zoquinone

分 子 式：C５９H９０O４
分 子 量：８６３.３４
構 造 式：

物理化学的性状：
ユビデカレノンは黄色～だいだい色の結晶性の
粉末で、におい及び味はない。
本品はジエチルエーテルに溶けやすく、エタノ
ール（９９.５）に極めて溶けにくく、水にほとんど
溶けない。
本品は光によって徐々に分解し、着色が強くな
る。

融 点：約４８℃

＊＊【取扱い上の注意】
１．錠５�・錠１０�の PTP 包装は外箱開封後、バラ包装は開
栓後、光を遮り保存すること（変色及び含量が低下する
ことがある）。

２．顆粒は開栓後、光を遮り保存すること（変色及び含量が
低下することがある）。

＊【包 装】
＊ノイキノン錠５� ………………１００錠（PTP）・１,０００錠（PTP）
ノイキノン錠１０�…………１００錠（PTP）・２１０錠（PTP２１T×１０）

５００錠（バラ）・１,０００錠（PTP）
３,１５０錠（PTP２１T×１５０）

ノイキノン糖衣錠１０� …………１００錠（PTP）・１,０００錠（PTP）
ノイキノンカプセル５�…１００カプセル（PTP）・５００カプセル（バラ）

１,０００カプセル（PTP）
ノイキノン顆粒１％ ………………………………………１００g
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